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　福岡県糸島半島の豊かな自然に抱かれた「九
州大学伊都キャンパス」、そのセンター2号館4
階に「嚶鳴天空広場 ̏Q-Commons˝」は誕生し、
連日、多くの学生に愛され、利用されています。
　嚶鳴天空広場は、図書館機能を持ち、勉学は
もとより多くの学生の憩いの場として設けら
れたこれまでの大学にはない新しいスペース
として、平成21年4月の全学教育の伊都キャン
パス開講に伴いオープンしました「嚶鳴」とは
中国最古の詩集「誌経」にでてくる言葉で、自然
豊かな伊都キャンパスで多くの学生が仲間を
求めて切磋琢磨しながらともに成長して欲し
いという願いがこめられています。
　そこで、この場所が、さらに愛されるよう、九
州大学の新しい顔となった伊都キャンパスの
さわやかなイメージとを重ね合わせたイメー
ジソングを作ることとしました。
　このイメージソング作成にあたっては、本学
学生と教員の協力により作成することとし、楽
曲を学生から公募、作詞は本学の大学院人間環

境学研究院元教授で作詞家でもある北山修名
誉教授が担当、楽曲については応募作品の中か
ら、稲永要さん（当時大学院人間環境学府）の作
品を選び、編曲も稲永さんが行い、編曲補とし
て中村滋延教授（大学院芸術工学研究院）の協
力により完成しました。
　また、ボーカルも学生の中から、松本尚之さ
ん（当時農学部）、西原弘朗さん（当時薬学部）が
選ばれ、稲永要さん（ピアノ）、八並心平さん（当
時大学院芸術工学研究院・バイオリン）、山田有
希子さん（当時大学院人間環境学府・キーボー
ド）を加え「the Quintet」を結成し、演奏・歌唱を
担当しました。加えてジャケットデザインも学
生から募集、吉田梨奈さん（文学部）のデザイン
が採用され、本学学生及び教員の合作により完
成し、他には類を見ないものとなってます。
　本曲を聴いて、口ずさみ、成長する学生を温
かく見守って頂くとともに、「魏志倭人伝」にも
登場する伊都の地に思いをはせていただけれ
ば、幸いです。

おうめいてんくう ひろ ば

お問い合わせ
■ 住所  〒819-0395  福岡市西区元岡744番地  ビッグオレンジ
■ TEL 092-802-2300, 2301　FAX 092-802-2302
■ E-mail  BigOrange@jimu.kyushu-u.ac.jp
■ URL  http://suisin.jimu.kyushu-u.ac.jp

YouTube 九州大学公式チャンネル（http://www.youtube.com/KyushuUniv）で視聴いただけます。
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　伊都キャンパスは敷地面積271ha（福岡ヤフオク！ドーム 約40個分）で、九州大学
最大のキャンパスです。
　現在、すべての学部の１年生と工学系の学部生そして工学系、社会科学系、数理学の大
学院生が学んでいます。そして、平成27年10月には、理学系の移転を予定しています。
　また、基礎・基盤的研究はもとより、大型の先端的研究、産学官連携による取組みや次
代を担う人材養成プログラム等、社会の様々な課題に対応する教育研究活動を展開し
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.11

・・・・・・・・・・・・・・・ P.22
・・・・・・ P.25
・・・・ P.25

Z 椎木講堂
　　 レストラン『ＩＴＲＩ・ＩＴＯ（イトリー・イト）』
　　 （イタリア料理店）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.　5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.15

凡  

例
食事・カフェ

インフォメーションi
売店

課外活動施設

駐車場
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Z
マップ

　
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
情
報
発
信
拠
点
。 

　
来
訪
者
向
け
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の

紹
介
や「
九
大
百
年
の
景
〜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
軌
跡
と
展
望
〜
」な
ど
を
、

パ
ネ
ル
や
映
像
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
書
店

（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）も
併
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
が
み
か
ん
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
形
状
を
み
か
ん

の
輪
切
り
に
似
せ
、「
ビ
ッ
グ
オ
レ
ン
ジ
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ビ
ッ
グ
オ
レ
ン
ジ

施  

設

　
主
に
学
部
の
１
年
生
が「
基
幹
教
育
」（
幅
広
い
知
識
や
視
野
を
育
成

す
る
と
同
時
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
律
的
に
学
び
続
け
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
と
し
て
の「
学
び
方
を
学
ぶ
」「
考
え
方
を
学
ぶ
」

た
め
の
姿
勢
と
態
度（
基
幹
）を
育
成
す
る
営
み：平
成
26
年
４
月
開
始
）

を
学
ぶ
施
設
。

　
１
号
館
に
は
、
各
教
室
の
ほ
か
、
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
事
務
機
能
と
、情
報
学
習
室
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
号
館
に
は
、
各
教
室
と
、
４
階
に
は
約
２
０
０
人
の
学
生

が
利
用
で
き
る
学
習
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
嚶
鳴
天
空
広
場（
Ｑ-

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ

ｏ
ｎ
ｓ
）の
ほ
か
、１
階
ピ
ロ
テ
ィ
に
は
、カ
フ
ェ
テ
リ
ア「
Ｑ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ

（
ク
ア
シ
ス
）」（
16
ペ
ー
ジ
参
照
）を
併
設
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
１
号
館
・２
号
館

センター１号館センター１号館

センター3号館センター3号館

九大ゲートブリッジ九大ゲートブリッジ

センター２号館センター２号館

ミーティング・レセプションルームミーティング・レセプションルーム 受付受付

D
E

マップ

ビッグオレンジ
（新キャンパス情報発信拠点）
平　　  日　9：30～17：00
土・日・祝日　9：30～16：30
TEL：092-802-2300, 2301
FAX：092-802-2302
E-mail：BigOrange@jimu.kyushu-u.ac.jp
Webサイト：http://ito-office.kyushu-u.ac.jp/bigorange/index.html

※伊都キャンパス
の団体見学等を
ご希望の場合は、
ビッグオレンジ
までお問い合わ
せください。

お問い合わせ・ご予約
TEL：092-802-2160
FAX：092-802-2428
E-mail：shiikihall@jimu.kyushu-u.ac.jp

お
う
め
い
て
ん
く
う
ひ
ろ
ば

　
基
幹
教
育
院（「
基
幹
教
育
」実
施
の
核
と
な
る
教
育
研
究
組
織
：

創
立
百
周
年
を
機
に
次
の
百
年
に
向
け
た
新
た
な
組
織
と
し
て

設
置
）の
拠
点
施
設
。教
員
室
・
セ
ミ
ナ
ー
室
・
実
験
室
な
ど
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
本
３
号
館
３
階
と
セ
ン
タ
ー
２
号
館
の
３
階
を
結
ぶ「
九
大
ゲ
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
」は
、
学
園
通
り
線
の
両
側
に
広
が
る
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の

東
西
を
結
ぶ「
連
絡
橋
」と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、大
学
全
体
の
ゲ
ー
ト

性
を
有
す
る
施
設
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
り
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、

愛
称
を
広
く
募
集
し
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
無
段
差
で
、誰
も
が
利
用
し
や
す
い
移
動
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
３
号
館（
基
幹
教
育
院
棟
）、

九
大
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ（
連
絡
橋
）

F
マップ

マップ

i

　
実
業
家
の
椎
木
正
和
様（
三
洋
信
販
株
式
会
社（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
統
合
）創
業
者
）か
ら
の
九
州
大
学
創
立
百
周
年
を
記
念
し
た

ご
寄
附
に
よ
り
竣
工
し
た
講
堂
で
す
。

　
地
上
４
階
建
て
、延
べ
床
面
積
１
２
，９
６
９
・
７
７
㎡
で
全
体
が
円
形
の

講
堂
は
、
最
大
で
約
３
，０
０
０
人
を
収
容
で
き
る「
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
」と

半
円
状
の
巨
大
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る「
ガ
レ
リ
ア
」そ
し
て
管
理

棟
か
ら
構
成
さ
れ
、「
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
」の
３
階
部
分
は
講
義
室
と
し
て
も

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ギ
ャ
ラ
リ
ー（
１
階
）、展
示
コ
ー
ナ
ー（
１
・
２
階
）で
は
本
学
の
教
育

研
究
活
動
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　「
椎
木
講
堂
」は
、
本
学
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
主
要
行
事

（
入
学
式
・
卒
業
式
等
）や
学
会
、講
演
会
、会
議
、演
奏
会
、展
示
会
等
学
内
外
の

皆
様
に
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
階
に
は
一
般
の
方
も
ご
利
用

い
た
だ
け
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
１
月
に「
福
岡
県
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
建
築
賞
」の
大
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

椎
木
講
堂

九大ゲートブリッジ通行可能時間  平日 7：00～21：00
センター２号館及び3号館の３階よりお進みください。
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伊
都
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

　
自
動
書
庫
等
の
最
先
端
の
設
備
を
備
え
、学
生・教
職
員

用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
も
対
応
し
た
総
合
図
書
館
。 

　「
滞
在
型
図
書
館
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
用
途
に
あ
わ

せ
て
利
用
で
き
る
多
様
な
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、軽
食

を
提
供
す
る
カ
フ
ェ（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）も
あ
り
ま
す
。 

伊
都
図
書
館

伊都図書館
月～金　  9：00～21：00
土日祝　10：00～18：00 
TEL：092-802-2450自動書庫自動書庫 M

マップ

Y
マップ

　
２
０
１
４
年
８
月
、伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、留
学
生
と
日
本
人
学
生

が
共
同
生
活
を
送
る
４
名
１
ユ
ニ
ッ
ト
の
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
型
学
生

寄
宿
舎「
ド
ミ
ト
リ
ー
３
」と
、
５
５
０
名
以
上
の
留
学
生
と
日
本
人

学
生
が
混
住
す
る
学
生
寄
宿
舎「
伊
都
協
奏
館（
英
語
名
称 Ito H

ar-
m
ony H

ouse

）」が
完
成
し
ま
し
た
。

　
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
寄
宿
舎
が
集
合
す
る
地
域
は
国
際
連
携

ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
既
存
の
ド
ミ
ト
リ
ー
１
お
よ
び
ド
ミ
ト

リ
ー
２
と
合
わ
せ
、
１
，０
０
０
名
以
上
の
外
国
人
留
学
生
と
日
本
人

学
生
が
混
住
し
て
生
活
を
送
り
ま
す
。

　
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
寄
宿
舎
に
入
居
す
る
学
生
は
、
多
国
籍
の

学
生
と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
生
活
レ
ベ
ル
で
の
異
文
化
体
験
、

豊
か
な
人
間
性
の
形
成
や
外
国
語
能
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ミ
ト
リ
ー
１・２・３

伊
都
協
奏
館

J
マップ

　
九
州
大
学
に
お
い
て
教
育
研
究
に
従
事
す
る
外
国
人
研
究
者
等

の
た
め
の
木
造
居
住
施
設
。

　
純
木
造
の
公
共
建
築
物
と
し
て
は
福
岡
県
内
最
大
規
模
と
な
る

木
造
３
階
建
て
で
、
使
用
し
た
木
材
の
約
６
割
は
福
岡
県
産
木
材
を

使
用
。
福
岡
県
の
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
の
補
助
を

受
け
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
戸
数
33
戸
で
、
１
階
に
は
多
目
的
ホ
ー
ル
や
会
議
室
、
和
室
も

備
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
７
月
に
木
材
利
用
優
良
施
設
と
し
て「
林
野
庁
長
官

賞
」を
、
ま
た
、
平
成
26
年
１
月
に「
福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
建

築
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

多目的ホール多目的ホール

伊都協奏館伊都協奏館

ドミトリー1・2・3ドミトリー1・2・3

和 室和 室

　
比
較
社
会
文
化
研
究
院
・
地
球
社
会
統
合
科
学
府（
大
学
院
：
平
成

26
年
４
月
比
較
社
会
文
化
学
府
を
改
組
）、言
語
文
化
研
究
院
関
連
の

教
育
研
究
施
設
。

　
１
階
に
は
教
員
や
学
生
の
研
究
成
果
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

　
建
物
の
形
状
か
ら「
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
」と
愛
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、平
日
９
時
〜
17
時
の
間
、ご
見
学
い
た
だ
け

ま
す
。

比
較
社
会
文
化
・
地
球
社
会
統
合
科
学
・

言
語
文
化
教
育
研
究
棟

展示コーナー展示コーナー

I
マップ
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次
世
代
燃
料
電
池
産
学
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ-

Ｆ
Ｃ
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
所（
 I2
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
）

K
マップ

カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所
（I2CNER）ロゴマーク

稲
盛
財
団
記
念
館

N
マップ

L
マップ

カーボンニュートラル・エネルギー
国際研究所（I2CNER）
カーボンニュートラル・エネルギー
国際研究所（I2CNER） 次世代燃料電池産学連携

研究センター（NEXT-FC）
次世代燃料電池産学連携
研究センター（NEXT-FC）

稲盛ホール稲盛ホール

　
公
益
財
団
法
人
稲
盛
財
団
か
ら
の
ご
寄
附
に
よ
る
建
物
。 

　
１
階
に
は
国
際
的
な
学
術 

・ 

文
化
交
流
の
場
と
し
て
の「
稲
盛

ホ
ー
ル
」や
、
稲
盛
財
団
の
活
動
を
紹
介
す
る「
京
都
賞
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」（
22
ペ
ー
ジ
参
照
）、
そ
し
て
２
階
か
ら
４
階
に
は
、
稲
盛
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
室
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
１
階
に
は
中
国
家
庭
料
理「
天
天
」（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）も
併
設

し
て
い
ま
す
。（
京
都
賞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
平
日
９
時
〜
17
時
の
間

ご
見
学
い
た
だ
け
ま
す
。）

　
九
州
大
学
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
水
を
電
気
分
解
し
て

水
素
ガ
ス
を
製
造
、
貯
蔵
し
、
燃
料
電
池
自
動
車
に
供
給

す
る
実
証
実
験
施
設
で
、
平
成
21
年
９
月
に
運
転
を
開
始

し
ま
し
た
。
二
酸
化
炭
素
を
全
く
発
生
し
な
い
次
世
代
型

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
指
し
、
太
陽
光
発
電
や

九
州
大
学
発
の
レ
ン
ズ
風
車（
13
ペ
ー
ジ
参
照
）を
利
用
し
た
風

力
発
電
に
よ
る
水
素
製
造
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、福
岡
県
と
連
携
し
、九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

と
北
九
州
市
東
田
地
区
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
結
び
、

『
水
素
ハ
イ
ウ
ェ
イ
』と
称
し
た
実
証
研
究
も
推
進
し
て
い

ま
す
。水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
横
に
は
、水
素
・
燃
料
電
池
実
証

研
究
サ
イ
ト
が
あ
り
、各
社
の
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
実
機
展
示

や
燃
料
電
池
で
発
電
す
る
際
に
生
じ
る
熱
を
利
用
し
た
足
湯

も
あ
り
ま
す
。

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

水素ステーションと燃料電池自動車水素ステーションと燃料電池自動車

水素・燃料電池
実証研究サイト
水素・燃料電池
実証研究サイト 燃料電池足湯燃料電池足湯

　
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
や
地
球
温
暖
化
問
題
の
抜
本
的
な
解
決

策
の
１
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ー
ン
で
高
効
率
な
発
電

シ
ス
テ
ム「
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池
」を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代
型

燃
料
電
池
の
早
期
実
用
化
を
目
指
し
、
耐
久
性
や
信
頼
性
の
確
保
、

さ
ら
な
る
高
性
能
化
な
ど
、
様
々
な
課
題
の
克
服
に
向
け
て
、
開
発

企
業
と
の
緊
密
な
産
学
連
携
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）に
採
択

さ
れ
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
標
と
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル 

・ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
所（
 I2
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
）の
研
究
施
設
で
す
。 

　
国
内
外
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
科
学
者
が
異
分
野
融
合
研
究

を
展
開
で
き
る
環
境
を
提
供
し
、

水
素
の
製
造
・
貯
蔵
・
利
用
、二
酸

化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
に
関
す
る

種
々
の
課
題
の
究
明
、解
決
策
を

提
示
し
ま
す
。

平成24年11月、グリーン・イノベーション実現のための世界最先端の
水素エネルギー研究拠点施設が完成しました。

※現在、燃料電池足湯のオープン日は不定期です。
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最先端有機光エレクトロニクス研究
センター（OPERA）ロゴマーク

O
P
S
b

マップ

W
マップ

T
マップ

V
マップ

キャンパスコモン
利用時間
平日　　17:00～21:00
土日祝　10:30～21:00

有機ELディスプレイ有機ELディスプレイ

　
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
る
た
め
、

「
種
を
消
失
さ
せ
な
い
」、「
森
林
面
積
を
減
ら
さ
な
い
」と
い
う
目
標

を
掲
げ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
約
２
７
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
の
う
ち

約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
緑
地
と
し
て
保
全
し
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
、

「
幸
の
神
」と
呼
ば
れ
る
湧
水
を
含
む
沢
地
を「
生
物
多
様
性
保
全

ゾ
ー
ン
」と
し
て
、高
木
移
植
・
林
床
移
植
・
根
株
移
植
を
実
施
す
る

ほ
か
、
希
少
種
を
は
じ
め
と
す
る
野
生
動
植
物
の
保
全
を
図
っ
て

い
ま
す
。

最
先
端
有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

超
顕
微
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー

　
世
界
唯
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
光
型
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
を
は
じ
め
、

11
台
の
電
子
顕
微
鏡
と
解
析
装
置
な
ど
の
周
辺
機
器
を
備
え
た
共
同

利
用
施
設
で
す
。
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
、
微
細
組
織
や
原
子
配
列
の

解
析
と
い
う
研
究
基
盤
技
術
を
強
化
し
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
分
野
で
の
研
究
を

振
興
し
、新
し
い
産
業
の
創
出
、新
技
術
の
開
発
を
促
し
ま
す
。文
部
科

学
省
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
な
ど
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
学
外
の
研
究
者
に
対
し
て
も「
超
顕
微
解
析

研
究
支
援
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
保
全
ゾ
ー
ン

　
最
先
端
の
有
機
半
導
体
材
料
の
研
究
開
発
と
そ
れ
ら
を
応
用
し
た

有
機
Ｅ
Ｌ
デ
バ
イ
ス
や
有
機
太
陽
電
池
等
の
研
究
開
発
拠
点
。（
平
成

27
年
３
月
に
共
進
化
社
会
シ
ス
テ
ム
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
14
、31
ペ
ー
ジ
参
照
）へ
移
転
予
定
）

　
最
新
の
設
備
を
備
え
た
実
験
室
や
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
、
研
究
者
の

交
流
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て
い
ま
す
。
ロ
ビ
ー
に
は
直
径
２
メ
ー
ト
ル

の
円
筒
型
の
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、

１
階
に
は
一
般
の
方
も
利
用
で
き
る
カ
フ
ェ（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）を

併
設
し
て
い
ま
す
。（
１
階
カ
フ
ェ
の
み
の
ご
利
用
も
可
能
で
す
。）

マヤランマヤラン カヤネズミカスミサンショウウオ

　
ウ
エ
ス
ト
２・
３・
４
号
館
は
、工
学
系
の
教
育
研
究
施
設
で
す
。

　
低
層
階
に
特
殊
実
験
室
や
学
部
学
生
用
の
情
報
学
習
室
、３
階
に
は

講
義
室
、４
階
以
上
に
は
研
究
室
や
大
学
院
生
室
等
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
に
は
、様
々
な
展
示
や
ア
ー
ト
が

あ
り
ま
す
。

　（
１
、２
階
は
、平
日
９
時
〜
17
時
の
間
、ご
見
学
い
た
だ
け
ま
す
。）

　
隣
接
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
モ
ン
は
多
目
的
芝
生
広
場
の
名
目
で
、

本
学
学
生
及
び
教
職
員
が
気
楽
に
集
え
て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
等
を
行
い
、
勉
強
や
仕
事
の
合
間
の
語
ら
い
や
相
互
の
親
睦

を
図
る
場
所
と
し
て
、整
備
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
コ
モ
ン（
多
目
的
芝
生
広
場
）

ウ
エ
ス
ト
２・３・４
号
館

ウエスト２号館ウエスト２号館

ウエスト3・4号館、キャンパスコモンウエスト3・4号館、キャンパスコモン
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100kW機100kW機

5kW機5kW機

X
マップ

　
本
学
応
用
力
学
研
究
所
の
大
屋
裕
二
教
授
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が

開
発
し
た
風
力
発
電
設
備
で
、
従
来
型
に
比
べ
２
〜
３
倍
の
発
電

効
率
が
あ
り
ま
す
。
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
１
０
０
ｋ
Ｗ
機×

２
基

（
キ
ャ
ン
パ
ス
北
西
部
）、
５
ｋ
Ｗ
機×

10
基（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
）を
設
置
し
て
い
ま
す
。
低
炭
素
社
会
の
実
現
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
実
現
の
た
め
の
新
た
な
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
切
り
札

と
し
て
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ビ
ッ
グ
オ
レ
ン
ジ（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）で
は
、
構
内
連
絡
用
に
、

レ
ン
ズ
風
車
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
ミ
ニ
電
気
自
動
車
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

レ
ン
ズ
風
車

　
文
化
系
・
体
育
系
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
支
援
す
る
施
設
で
す
。伊
都

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
総
合
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
陸
上
競
技
場
、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、弓
道
場
、野
球
場
等
が
あ
り
ま
す
。

課
外
活
動
施
設

総合体育館

課外活動施設Ⅱ（ウエストゾーン）

多目的グラウンド陸上競技場

武道場、音楽練習室、和室、サークル室等を備えています。
（センターゾーンに課外活動施設Ⅰを設置しています。）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
所

第
２
研
究
棟(

平
成
27
年
２
月
完
成)

　　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の

実
現
を
目
標
と
し
た
研
究
施
設
で
あ
り
、
国
内
外

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
科
学
者
が
異
分
野
融
合
研
究

を
展
開
で
き
る
環
境
を
提
供
し
ま
す
。水
素
の
製
造
・

貯
蔵
・
利
用
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
2 
回
収
・
貯
留
に
関
す
る

種
々
の
課
題
の
究
明
、解
決
策
を
提
示
し
ま
す
。

共
進
化
社
会
シ
ス
テ
ム
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

（
平
成
27
年
２
月
完
成
）　

　
国
際
化・高
齢
化
に
よ
る
社
会
の
多
様
性
を
持
続
的

に
発
展
さ
せ
る
新
し
い
共
進
化
社
会
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
、ヒ
ト
・
モ
ノ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、情
報
の

柔
軟
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
包
括
的
に
実
現
す
る
社
会

シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

附
属
図
書
館（
国
際
化
拠
点
図
書
館
）

（
Ⅰ
期：平
成
28
年
度
、Ⅱ
期：平
成
30
年
度
完
成
予
定
）

　
イ
ー
ス
ト
ゾ
ー
ン
に
位
置
し
、国
際
化
拠
点
図
書
館

の
一
部
が
先
行
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
世
界
最
高
水
準
の
学
術
拠
点
を
目
指
す
、
本
学
の

知
の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
で
す
。主
体
的
な
学
び
を

創
出
し
、
教
育
活
動
に
最
大
限
活
用
さ
れ
る
こ
と
、

世
界
最
高
水
準
の
学
術
研
究
を
生
み
出
す
こ
と
、大
学

の
知
を
社
会
に
つ
な
ぐ
こ
と
等
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

理
学
系
地
区 ﹇
平
成
27
年
10
月
移
転
予
定
﹈　

　
ウ
エ
ス
ト
ゾ
ー
ン
工
学
系
地
区
の
東
側
に
位
置
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
、隣
接
す
る

セ
ン
タ
ー
地
区
及
び
工
学
系
地
区
と
の
連
続
性
に

配
慮
し
た
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
９
月
に
工
事
に
着
手
し
、平
成
27
年
６
月

完
成
予
定
で
す
。

人
文
社
会
科
学
系
地
区 ﹇
平
成
30
年
度
移
転
予
定
﹈　

　
イ
ー
ス
ト
ゾ
ー
ン
に
位
置
し
、国
際
化
拠
点
図
書
館

及
び
人
文
社
会
科
学
系
の
施
設
群
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。国
際
化
拠
点
図
書
館
は
、主
体
的
な
学
び
の

創
出
、大
学
の
知
を
社
会
に
つ
な
ぐ
等
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
計
画
し
て
い
ま
す
。

農
学
系
地
区 [

平
成
30
年
度
移
転
予
定]

　

　
ウ
エ
ス
ト
ゾ
ー
ン
工
学
系
地
区
の
西
側
に
位
置
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
側
及
び
南
側
の
入
口
と
し
て
重
要

な
エ
リ
ア
に
位
置
し
て
い
ま
す
。北
側
に
は
生
物
多
様

性
保
全
ゾ
ー
ン
、南
側
に
は
圃
場
等
が
隣
接
し
、こ
れ

ら
と
一
体
的
な
活
用
を
図
る
よ
う
に
計
画
し
て
い

ま
す
。

現
在
整
備
中
の
主
要
な
建
物

こ
れ
か
ら
の
建
物
整
備（
〜
平
成
30
年
度
）
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営業時間
食堂
月～金　 8：00～20：30
土　　  11：00～14：00
　　　  17：00～19：30
日　　  11：00～14：00
（定休日　祝、振替休日）
TEL：092-805-7701　
ローソン
7:00～21:00
（定休日　日、祝、振替休日）
TEL：092-807-8845 H

マップ

食
堂
・
売
店

書店書店

レストランレストラン

ランチ 各700円～ランチ 各700円～

チキンドナケバブサンドチキンドナケバブサンド

ラム肉を使ったシャワルマ丼ラム肉を使ったシャワルマ丼

営業時間
11：00～21：00
ランチタイムは11：00～15：00
（定休日  日曜）
TEL：092-807-0270

　
食
堂
・
喫
茶（
約
９
２
０
席
）、ロ
ー
ソ
ン
、Ａ
Ｔ
Ｍ
、学
生
の
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
・
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
入
っ
た
複
合
施
設
。食
堂
に
は
、軽
食
を
購
入
で
き
る
カ
フ
ェ
も

併
設
し
て
い
ま
す
。
建
物
が
三
層
構
造
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
外
観

か
ら「
ビ
ッ
グ
さ
ん
ど
」（
大
き
な
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
）と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。（
設
置
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
で
す
。（
提
携
銀
行
で

あ
れ
ば
、
他
行
で
も
入
出
金
の
み
可
能
で
す
。）ま
た
、
ロ
ー
ソ
ン
内

に
郵
便
の
差
出
ポ
ス
ト
を
設
置
、
郵
便
切
手
販
売
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
の

取
扱
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。） 

ビ
ッ
グ
さ
ん
ど（
生
活
支
援
施
設
）

営業時間
レストラン
11:30～14:00
17:00～20:00
（定休日　土、日、祝、振替休日）
TEL：092-805-7703　
書店
月～金　　8:30～19:00
土　　　11:00～14:00
（定休日　日、祝、振替休日）
TEL：092-805-7700

　
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
発
信
拠
点
の
ビ
ッ
グ
オ
レ
ン
ジ（
５
ペ
ー
ジ

参
照
）に
は
、レ
ス
ト
ラ
ン
と
書
店
を
併
設
し
て
い
ま
す
。レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
あ
る
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

書
店
は
主
に
学
生
向
け
の
書
籍
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
方

の
ご
利
用
も
可
能
で
す
。

ビ
ッ
グ
オ
レ
ン
ジ（
レ
ス
ト
ラ
ン・
書
店
）

　
椎
木
講
堂
２
階
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
。「
五
感
で

四
季
を
楽
し
む
イ
タ
リ
ア
ン
」「
伊
都
の
食
文
化
発
信
拠
点
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
石
釜
で
焼
き
上
げ
た
ピ
ッ
ツ
ァ
な
ど
の
本
格
的

な
イ
タ
リ
ア
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（※

ラ
ン
チ
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
１
，０
８
０
円（
税
込
））

レ
ス
ト
ラ
ン『
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ｉ・Ｉ
Ｔ
Ｏ（
イ
ト
リ
ー
・
イ
ト
）』

Z
マップ

マップ

i

営業時間
7:45～17:00
（定休日　土、日、祝、振替休日）
TEL：092-805-7702

　
セ
ン
タ
ー
２
号
館
１
階
ピ
ロ
テ
ィ
に
あ
る
カ
フ
ェ
テ
リ
ア（
約

２
０
０
席
）。昼
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
と
し
て
、夜
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
と
し
て（
要
予
約
）洋
食
中
心
の
食
事
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ハ
ラ
ル
料
理（
ア
ル
コ
ー
ル
や
豚
肉
を
一
切
使
わ
な
い

イ
ス
ラ
ム
教
の
律
法
に
の
っ
と
っ
た
料
理
）コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

カ
フ
ェ
テ
リ
ア『
Ｑａｓ
ｉｓ（
ク
ア
シ
ス
）』

E
マップ
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営業時間
食堂
8:00～19:30
（定休日　日、祝、振替休日）
TEL：092-807-3195　
書店
10:00～19:00
（定休日　日、祝、振替休日）
TEL：092-807-3061　
ローソン
7:00～21:00
（定休日　日、祝、振替休日）
TEL：092-807-0135 U

マップ

中
国
家
庭
料
理 

天
天

営業時間
月～金　11:30～21:00
土　　　11:30～16:00
（定休日　日、祝、振替休日）
TEL：092-802-6940

　
稲
盛
財
団
記
念
館
１
階
に
あ
る
中
国
家
庭
料
理
店
。
日
替
わ
り

ラ
ン
チ
や
お
昼
の
ミ
ニ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
丼
物
、
麺
類
な
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
す
。夜
は
コ
ー
ス
料
理
も
あ
り
ま
す
。

L
マップ

　
食
堂
・
喫
茶（
約
７
４
０
席
）、ロ
ー

ソ
ン
、
書
店
、Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
が
入
っ
た

複
合
施
設
。建
物
の
外
観
か
ら「
ビ
ッ
グ

ど
ら
」（
大
き
な
ど
ら
や
き
）と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
天
気
の
良
い
日
に
は

屋
上
の
テ
ラ
ス
で
食
事
が
で
き
ま

す
。設
置
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
福
岡
銀
行
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
で
す
。（
提
携
銀
行
で
あ

れ
ば
、
他
行
で
も
入
出
金
の
み
可
能

で
す
。）ま
た
、
ロ
ー
ソ
ン
内
に
郵
便

の
差
出
ポ
ス
ト
を
設
置
、
郵
便
切
手

販
売
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
取
扱
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。）

ビ
ッ
グ
ど
ら（
生
活
支
援
施
設
）

営業時間
飲食店
昼　間　11:00 ～ 17:00 
夜　間　17:00 ～ 21:30
　集会所としての利用が無い場合
（定休日  日・祝・振替休日）
TEL：092-807-0197

九
大
あ
か
で
み
っ
く
ら
ん
た
ん

　
九
大
工
学
部
前
バ
ス
停
す
ぐ
そ
ば
に
て
、生
協

が
運
営
す
る
飲
食
店
。昼
間
は
低
価
格
の
定
食
等

を
提
供
し
、
夜
間
は
食
事
の
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル

類
の
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
日
夜
間
と
土
曜
日
は
サ
ー
ク
ル
、研
究
室
等

で
の
集
会
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

a
マップ

　

営業時間
8:00～18:00
（定休日　土、日、祝、振替休日）
TEL：092-802-0024

童
夢
カ
フ
ェ 

ｉｎ 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ

　
最
先
端
有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
の
１
階
に

あ
る
地
元
の
パ
ン
屋
さ
ん（
石
窯
パ
ン
工
房 
童
夢
の
森
）が
営
業

す
る
カ
フ
ェ
。手
作
り
パ
ン
や
ラ
ン
チ
、有
機
栽
培
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
商
品
の

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
ま
す
。

V
マップ

食堂食堂

書店書店

小鉢等 ¥80～小鉢等 ¥80～ 昼定食等 ¥380昼定食等 ¥380ランチプレート
（写真はロコモコ）500円
※150円追加でパンの食べ放題

ランチプレート
（写真はロコモコ）500円
※150円追加でパンの食べ放題

ランチ 700円ランチ 700円
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O
マップ

図
書
館
内
カ
フ
ェ『
Ｌ
ｉ
ｂｃａ（
リ
ブ
カ
）』

営業時間
7:00～23:00
TEL：092-806-9803

営業時間
11:00～19:00
（定休日　土、日、祝、振替休日）

　
伊
都
図
書
館
１
階
ロ
ビ
ー
に
あ
る
カ
フ
ェ（
40
席
）。図
書
館
利
用
者

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
ド
リ
ン
ク
を
中
心
と
し
た

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
型
の
軽
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

M
マップ

O
マップ

九大生協売店では九州大学グッズを販売しています。九州大学グッズ

シャープペン＆ボールペン
書きやすく疲れにくい滑り止め付きです。
各216円

ポストカード
各キャンパスの風景を
お楽しみいただけます。
5枚入り 360円

つるとまつ
病院キャンパス内の松「釜掛の松」がモ
チーフとされた石村萬盛堂銘菓「釜掛の
松」と、石村萬盛堂で創業以来愛されて
きた銘菓「鶴乃子」を芸術工学部学生に
よるオリジナルデザインを施した鶴乃
子ケースに詰め合わせた限定セット。
（小） 329円
（大） 658円

九州大吟醸
学生と地域の方々で酒米を育て
仕込んだ純米大吟醸酒。
浜地酒造との連携により誕生。
（青）720ml　2,560円
（白）720ml　1,640円

九州大吟醸
学生と地域の方々で酒米を育て仕込んだ
純米大吟醸酒。
浜地酒造との連携により誕生。
しずく搾り（青） 　500ml  2,000円
 1800ml  5,000円
手作り（白） 　500ml  1,200円
 1800ml  3,000円

土と植物の薬膳
農学研究院で研究発展された安心・安全で
クリーンな有機肥料です。
1袋500g 　515円

いも九
農学研究院と福徳長酒類株式会
社の長年の共同研究の成果が活
かされてできたもので、掛原料及
び麹原料にサツマイモを用いて、
甘くフルーティな香りと一本芯
の通ったドッシリとした個性の
強い味わいを実現しました。
500ml  2160円

ほかにも多くの商品を取り揃えています。

お問い合わせ
九州大学生協　TEL 092-651-7138　FAX 092-641-5293

九
大
生
協
売
店

　
ウ
エ
ス
ト
２
号
館
の
１
階
に
あ
り
、弁
当
、パ
ン
、文
具
類
、雑
誌
、

日
用
品
、
九
大
グ
ッ
ズ
等
を
販
売
し
て
い
ま
す
。（
店
内
に
Ｅ
ネ
ッ
ト

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。（
全
国
の
銀
行
及
び
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

に
対
応
し
て
い
ま
す
。）ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
郵
便
の

差
出
ポ
ス
ト
を
設
置
、
郵
便
切
手
販
売
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
取
扱
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。）

※価格はすべて税込です。
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山
川
健
次
郎
初
代
総
長
の
出
身
地
で
あ
る
福
島
県
会
津
若
松
市

か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
胸
像
。

　
台
座
に
は
、山
川
初
代
総
長
が
１
９
１
１
年（
明
治
44
年
）の
就
任
時

に
九
大
生
を
前
に
し
て
最
初
に
行
っ
た
訓
示
の
中
か
ら
、「
修
養
が

広
く
な
け
れ
ば
完
全
な
士
と
云
ふ
可
か
ら
ず
」と
い
う
九
州
大
学
の

建
学
の
精
神
と
な
る
〝
こ
と
ば
〞
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
文
字
は

九
大
書
道
部
の
学
生
に
よ
り
書
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」で
は
、
そ
の

時
代
を
懸
命
に
生
き
る
先
生
の
姿
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　
書
道
家
柿
沼
康
二
氏
に
よ
る
〝
九
州
大
学
〞
の
文
字
を
水
磨
き

仕
上
げ
の
黒
御
影
石
に
職
人
の
技
を
発
揮
し
、
力
強
く
そ
し
て
丹
念

に
彫
り
こ
ん
だ
銘
板
で
、
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
の
キ
ャ
ン
パ
ス
モ
ー
ル

玄
関
口
に
設
置
。 

　
な
お
、同
氏
は
、平
成
19
年
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
風
林
火
山
」

の
タ
イ
ト
ル
を
手
が
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

展
示
・
ア
ー
ト

九
州
大
学
銘
板

山
川
健
次
郎
初
代
総
長
胸
像

　
稲
盛
財
団
記
念
館
の
１
階
に
あ
る
展
示
施
設
。

　
京
都
賞
や
稲
盛
財
団
の
活
動
を
紹
介
す
る
写
真
パ
ネ
ル
を
は
じ
め
、

授
賞
式
の
模
様
を
紹
介
す
る「
京
都
賞
ー
知
と
こ
こ
ろ
」コ
ー
ナ
ー
、

歴
代
受
賞
者
に
よ
る「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

で
ご
覧
い
た
だ
け
る
映
像
コ
ー
ナ
ー
、
情
報
検
索
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

京
都
賞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）に
工
学
部
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、そ
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り

返
り
、教
育
・
研
究
上
、価
値
の
高
い
も
の
を
幅
広
く
収
集
・
保
存
し
、

一
般
に
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
。
工
学
部
が
所
有
す
る

貴
重
な
史
料
や
機
器
な
ど
約
60
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

工
学
部
百
周
年
記
念
展
示
室

『
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｌ 

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
』

設置場所  ウエスト4号館1階エントランスホール

京
都
賞
：
稲
盛
財
団
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
、科
学
や
文
明
の
発
展
、ま
た
人
類
の
精
神
的
深
化
・

高
揚
に
著
し
く
貢
献
し
た
方
々
の
功
績
を
讃
え
る
国
際
賞
で
す
。毎
年
、先
端
技
術
、

基
礎
科
学
、思
想
・
芸
術
の
３
部
門
に
１
賞
ず
つ
計
３
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

A
マップ

C
マップ

L
マップ

S
マップ

開館時間
月～金（祝祭日を除く） 9:00～17:00　
〈お問い合わせ〉
伊都共通事務部　TEL：092-802-2434

開館時間
月～金（祝祭日を除く）
10：00～17：00　
〈お問い合わせ〉
工学部総務課
TEL：092-802-2708

高さ2.5m

大きさ：縦1.6m × 横5m
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直径5m × 高さ約2m

縦3m × 横4.2m

セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン 

キ
ャ
ン
パ
ス
モ
ー
ル
の
光
環
境

石
の
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー（
ベ
ン
チ
）

　
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
の
キ
ャ
ン
パ
ス

モ
ー
ル
内
の
空
間
に
ア
ク
セ
ン
ト
や

リ
ズ
ム
感
を
生
み
出
し
、
ま
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
を
誘
発
す
る
滞
留
空
間
を

作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
夜
間
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
空
間
の
安
全
性
と
安
心
感
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
相
応
し
い
光
環
境
を

創
出
し
て
い
ま
す
。 

ア
ー
ト
ワ
ー
ク「
築
山
」

　
将
来
整
備
す
る
建
物
用
地
の

活
用
と
残
土
の
有
効
利
用
を
兼
ね

て
、
見
通
し
や
美
観
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
、リ
ズ
ム
感
の
あ
る
景
観

を
創
り
出
す
目
的
で
、
ア
ー
ト

ワ
ー
ク
の
一
環
と
し
て
整
備
し
て

い
ま
す
。

設
置
場
所  

ウ
エ
ス
ト
２
号
館
２
階
ホ
ー
ル

設
置
場
所  

ウ
エ
ス
ト
２
号
館
２
階
西
側
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

Ｇｒｅｅｎ 

Ｈｏｕｓｅ（
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
）

Ｐ
ｈａｎ
ｔａｓｍ（
幻
影
）

造
船
学
教
室
の
大
碇

　
昭
和
21
年
８
月
、
本
学
工
学
部

採
鉱
学
科
の
岡
本
要
八
郎
博
士
が
、

島
根
県
馬
谷
城
山
鉱
山
に
て
発
見
。 

　
重
さ
約
１
ト
ン
で
、
標
本
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
国
産
の
水
晶
と

し
て
は
国
内
最
大
級
で
す
。 

　
勉
学
や
研
究
に
集
中
と
休
息
の
バ
ラ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
、視
覚
的
、精
神
的
な
休
息
の
空
間
づ
く
り
の
た
め
に
設
置
し
た

ア
ー
ト
。
緑
は
心
理
的
な
鎮
静
効
果
が
あ
る
色
で
、
緑
に
囲
ま
れ
た

環
境
は
疲
労
を
和
ら
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

　
人
と
映
像
や
音
が
反
応
し
合
う

双
方
向
の
空
間
芸
術
作
品
。

　
人
が
作
品
の
前
を
通
る
こ
と
に

よ
っ
て
蝶
が
舞
う
映
像
が
浮
か
び
、

人
が
蝶
を
追
い
か
け
る
と
い
う

関
係
を
画
像
処
理
に
よ
る
人
影

追
跡
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
に
伴
う
映
像

で
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
61
年
に
石
川
島
播
磨
重
工
業

株
式
会
社
呉
第
一
工
場
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
、重
さ
６
ト
ン
、５
・
１
ｍ×

３
・
１

ｍ
の
ス
ト
ッ
ク
型
碇（
昭
和
17
年
製

造
）。
敷
石
は
、箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の

旧
造
船
学
教
室
に
使
わ
れ
て
い
た

御
影
石
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

作 

家
：
松
尾
高
弘（
本
学
芸
術
工
学
部
出
身
）

設
置
場
所  

ウ
エ
ス
ト
２
号
館
１
階

　
　
　
　  

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

日
本
一の
大
水
晶

G
マップ

O
マップ

G
マップ

O
マップ

R
マップ

O
マップ

B
マップ

作 

家
：
マ
イ
ケ
ル
・
リ
ン
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設
置
場
所  「
ビ
ッ
グ
ど
ら
」２
階

設
置
場
所  

ウ
エ
ス
ト
２
号
館
２
階
ホ
ー
ル

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士

来
学
時
の
写
真

石
の
ア
ー
ト
Ｑ
Ｉ
Ａ
Ｏ（
チ
ャ
オ
）

フ
ー
コ
ー
の
振
り
子

　
１
９
２
２
年（
大
正
11
年
）12
月
に

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
が
来
学
し

た
際
に
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
写
真
。

＊
前
列
左
か
ら
２
番
目
は
相
対
性
理
論
の
紹

介
で
有
名
な
桑
木
或
雄
教
授

　
ウ
エ
ス
ト
２
号
館
の
２
階
か
ら
11

階
ま
で（
全
長
４
０・
６
ｍ
）の
吹
抜
け

を
利
用
し
た
日
本
一
長
い
振
り
子
。 

　
１
８
５
１
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
物
理

学
者
フ
ー
コ
ー
が
発
明
し
た
装
置

で
、
振
り
子
の
振
動
面
が
徐
々
に

回
転
し
て
い
く
現
象
に
よ
っ
て
、

地
球
の
自
転
を
間
接
的
に
体
感
で
き

ま
す
。 

　
人
々
の
豊
か
な
生
命
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
伝
え
る
五
木（
い
つ
き
）石
に
よ
っ
て
構

成
。中
央
の
通
路
は
、国
際
的
な
知
の
拠
点

で
あ
る
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
を
象
徴
的
に
表

現
す
る「
国
際
連
携
軸
」と
し
て
、
洋
の
東

西
を
結
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、伊
都
キ
ャ
ン

パ
ス
に
世
界
か
ら
集
う
留
学
生
の
声
を

「
語
る
石
」と
し
て
音
響
ア
ー
ト
に
使
用
し

て
い
ま
す
。 

漆
の
ア
ー
ト 『
華
鬘（
け
ま
ん
）』１
９
８
６ 『
祭
物（
さ
い
も
つ
）』１
９
９
５

　
伝
統
的
な
漆
芸
技
法
を
用
い
て
、

地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
創
ら
れ
た
ア
ー
ト
。 

　
伊
都
は
、
古
来
よ
り
ア
ジ
ア
と
の

交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
り
、

製
鉄
遺
構
や
瓦
溜
ま
り
な
ど
、
文
化

の
先
端
を
切
り
開
い
て
い
た
こ
と
を

示
す
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

U
マップ

S
マップ

Q
マップ

O
マップ

作 

家
：
栗
本
夏
樹（
京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
）

作 

家
：
田
甫
律
子（
東
京
芸
術
大
学
教
授
）

『祭物（さいもつ）』1995『祭物（さいもつ）』1995

『華鬘（けまん）』1986『華鬘（けまん）』1986

　本学で学んだ学部・大学院（学府）の学生に学位記（卒業
証書）が授与されます。

　毎年約2,500人の学部新入生が伊都キャンパスでの
キャンパスライフをスタートさせます。

　平成21年から、伊都キャンパスで
開催されています。九大生やゲストに
よるステージ、展示、露店で、毎年1万
人を超える来場者で賑わいます。

　毎年九州大学を目指す多くの高校
生が訪れます。

　大学と地域が一体となり、伊都キャ
ンパスと、それを支える地域の魅力を
発信するお祭りです。研究展示や、子
供向けの体験教室、地域と大学の特色
を生かしたたくさんの露店やステー
ジ企画などがあります。

伊都キャンパスの1年

４
月  

11
月

10
月

1～3
月

３
月

５
月  

８
月

入学

　大学と地域が一体となり、伊都キャ

伊都祭

　毎年九州大学を目指す多くの高校

オープンキャンパス

　平成21年から、伊都キャンパスで

九大祭

入試

　本学で学んだ学部・大学院（学府）の学生に学位記（卒業

卒業

入学

伊都祭

オープンキャンパス

後期授業開始後期授業開始

前期授業開始前期授業開始

九大祭

入試

卒業

設
置
場
所  

ウ
エ
ス
ト
４
号
館
２
階
ホ
ー
ル

設
置
場
所  

ウ
エ
ス
ト
４
号
館
１
階

　
　
　
　  

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
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伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
に
つ
い
て

　①稲盛財団記念館 （10ページ）　　→②水素ステーション （10ページ）　　→③ビッグどら （17ページ）
→④ウエスト4号館 （11ページ）（漆のアート、工学部百周年記念展示室等）　　→⑤石のアートQIAO （25ページ）
→⑥ウエスト2号館 （11ページ）
　　（日本一の大水晶、フーコーの振り子等）
→⑦伊都図書館 （7ページ）

　①稲盛財団記念館 （10ページ）
→②水素ステーション （10ページ）
→③ビッグどら （17ページ）
→④ウエスト4号館 （11ページ）
　　（漆のアート、工学部百周年記念展示室等）
→⑤石のアートQIAO （25ページ）
→⑥ウエスト2号館 （11ページ）
　　（日本一の大水晶、フーコーの振り子等）
→⑦伊都図書館 （7ページ）

　①ビッグオレンジ （5ページ）
→②比較社会文化・地球社会統合科学・言語文化教育研究棟 （7ページ）
→③ビッグさんど （16ページ）
→④キャンパスモール （23ページ）
→⑤九州大学銘板 （21ページ）
→⑥九大ゲートブリッジ （6ページ）
→⑦山川健次郎初代総長胸像 （21ページ）
→⑧椎木講堂 （5ページ）

散策コースプラン

※

履
修
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て

　
九
州
大
学
の
学
部
教
育
に
つ
い
て
、
学
部
１
年
次
に
開
講
さ
れ
る

基
幹
教
育
は
、
全
学
部
生
が
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス（
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
）

で
履
修
し
ま
す
。
学
部
２
年
次
以
降
は
、
所
属
す
る
学
部
が
あ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
で
履
修
し
ま
す
。

※

２
年
次
以
降
の
履
修
キ
ャ
ン
パ
ス（
平
成
27
年
度
入
学
者
）

箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス：
文
学
部
・
教
育
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
・

工
学
部（
建
築
学
科
の
み
）・
農
学
部

病
院
キ
ャ
ン
パ
ス
：
医
学
部
・
歯
学
部
・
薬
学
部

大
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
：
芸
術
工
学
部

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
：
理
学
部
・
工
学
部（
建
築
学
科
以
外
）

（
修
学
場
所
は
、
移
転
計
画
の
進
行
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

情
報
に
つ
い
て
は
、随
時
、本
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

（お車利用により、キャンパスを幅広く見学いただけるコースです。）
※急停車はご遠慮の上、適宜警備員の指示にはご協力ください。

3. 車窓見学コース

1. センターゾーンコース
（学部1年生のキャンパスライフ、九大のメイン施設をご覧いただけます。）

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
希
望
の
み
な
さ
ま
へ

●
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
は「
地
域
に
開
か
れ
た
魅
力
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
」

で
す
。
屋
外
か
ら
の
建
物
の
見
学
等
に
よ
り
自
由
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
散
策
い
た
だ
け
ま
す
。

（
屋
内
展
示
、ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
等
に
つ
い
て
は
、各
ペ
ー
ジ
の
見
学

可
能
時
間
等
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。）

●
講
義
、
実
験
中
の
教
室
の
近
く
で
は
講
義
等
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
建
設
中
の
場
所
が
多
く
、
交
通
規
制
の
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
安
全

確
保
の
た
め
、
警
備
員
が
お
声
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

食
堂
等
の
ご
利
用
に
つ
い
て

　
全
学
部
の
１
年
生
は
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
で
履
習

し
ま
す
。こ
の
た
め
授
業
期
間
中（
４
月
〜
８
月
第
１
週
、10
月
〜
２
月

第
２
週
）は
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
の「
ビ
ッ
グ
さ
ん
ど
」（
16
ペ
ー
ジ
）

「
Ｑ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」（
16
ペ
ー
ジ
）は
、昼
休
み
の
時
間
帯（
11
：
30
〜
13
：
00
）

は
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。ご
利
用
時
間
に
ご
配
慮
を
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

2. ウエストゾーンコース
（工学系教育研究施設と展示を中心にご覧いただけます。）

※ゲートブリッジからの景色をご覧になりたい
場合、センター2号館の3階よりお進みください。

　（ゲートブリッジを渡られた際は、折り返して
センター2号館にお戻りください。）

S

A

C

I

G

H

Q

ＮL

M

Z

F

i

O

U

S

Q

Ｎ

L

M

O

U

①
⑦

⑧

④ ⑥

③

⑤

②

②

⑥

⑤

③ ④

⑦

①

陸上競技場

レンズ風車

理学系研究棟建設中

生物多様性保全ゾーン
稲盛財団記念館

水素ステーション

ウエスト2～4号館
石のアートQIAO

伊都ゲストハウス

伊都図書館
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平成　3年10月　福岡市西区元岡・桑原地区への移転決定
平成10年　5月　「新キャンパスの土地造成基本計画」決定 　　　　　　
平成10年12月　福岡市土地開発公社、エリアの先行取得完了
 平成24年度に再取得完了 
平成12年　2月　「九州大学新キャンパス統合移転事業環境影響評価書」
平成13年　3月　「新キャンパス・マスタープラン2001」決定
平成15年　1月　建築工事（工学系研究教育棟Ⅱ・Ⅲ ）着工　　
平成17年　9月　九大学研都市駅が開業
平成17年10月　第1期開校　工学系第1陣移転（機械航空系・物質科学系）　
平成18年10月　工学系第2陣移転（地球環境・システム情報科学）　
平成21年　4月　六本松地区移転（全学教育関連施設、比較社会文化、言語文化）
平成21年10月　数理学系移転
平成26年　3月　椎木講堂、基幹教育院棟、連絡橋完成
平成27年（予定）　理学系移転
平成28年（予定）　附属図書館（国際化拠点図書館）移転（第Ⅰ期）
平成30年（予定）　附属図書館（国際化拠点図書館）移転（第Ⅱ期）
 人文・社会科学系移転
 農学系・その他移転

統合移転事業の沿革（発意、計画策定、実施過程、今後の展開）移転スケジュール 伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転・経
緯

●第Ⅰステージは、「工学系関連施設」
約16万㎡の施設整備が整い、平成
17・18年度で学生・教職員合わせて
約5,200人が移転しました。
　
●第Ⅱステージは、主に1・2年生を対
象とする全学教育関連施設整備を完
了し、平成21年4月より全学教育が
伊都キャンパスで開講。学生・教職員
合わせて約10,800人規模の九州大
学最大のキャンパスとなりました。
　
●第Ⅲステージは、平成30年を目処
に、理学系、文系、農学系の移転整備
を行う予定。移転完了後は学生・教
職員合わせて約20,000人規模の
キャンパスとなる予定です。

●統合移転のスケジュール

※第Ⅲステージの（　）は移転予定年度。

凡例

〔施設整備〕 〔ゾーニング〕
整備済
整備中
整備予定

工学系地区
センター地区
理学系地区
文系地区
農学系地区
農場・運動場

時  期 第 Ⅰ ステージ
平成17～19年度

第 Ⅱ ステージ
平成20～23年度

第 Ⅲ ステージ
平成24～30年度

【伊都キャンパス
人口（累計）】

伊都キャンパスへの
移転部局等

【約 5,200人】
（学生4,200人、教職員1,000人）

【約10,800人】 
（学生9,500人、教職員1,300人）

【約 18,700人】 
（学生15,500人、教職員3,200人）

■ カーボンニュートラル・
　エネルギー国際研究所
■ 次世代燃料電池産学連携
　研究センター
■ 椎木講堂（H25）
■ 基幹教育院（H26）
■ 理学系（H27）
■ 情報基盤研究
　開発センター（H28）
■ 附属図書館（国際化拠点図書館）
　（H28：第Ⅰ期 H30：第Ⅱ期）
■ 人文・社会科学系（H30）
■ 農学系・その他（H30）

移転人口 約 5,200人 約 7,900人約 5,600人

■ 工学系 
■ 理系図書館Ⅰ

■ 基幹教育院
■ 比較社会文化研究院・学府
■ 言語文化研究院
■ 数理学研究院・学府
■ 理学部数学科
■ マス・フォア・インダストリ研究所
■ 理系図書館Ⅱ

基幹整備及び新手法による整備 
＜用地再取得平成24年度完了＞ 

伊都キャンパス 計画配置図

ウエストゾーン センターゾーン イーストゾーン

理学系地区（平成27年）

文系地区（平成30年）

センター地区（平成21年）

農学系地区（平成30年）

工学系地区（平成18年）

農場・運動場

農場・運動場

N
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学園通り
学園通り

至JR九大学研都市駅

至JR九大学研都市駅

今津方面今津方面

志摩方面
志摩方面

九大総合グラウンド九大総合グラウンド

九大船舶・航空実験棟九大船舶・航空実験棟

九大工学部前九大工学部前
九大ビッグオレンジ前九大ビッグオレンジ前

附属図書館（国際化拠点図書館） 建設中

共進化社会システム
イノベーションセンター
共進化社会システム
イノベーションセンター九大

センターゾーン
入口

九大
センターゾーン
入口

カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所
第2研究棟

カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所
第2研究棟

N

総合グラウンド

元
岡
方
面

元
岡
方
面

理学系教育研究棟建設中

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス 

全
体
図

野球場
陸上競技場
弓道場
課外活動施設Ⅱ
加速器・ビーム応用科学センター（CE70）
船舶海洋性能工学実験棟（EN80）
先進航空宇宙工学実験棟（EN70）
衛星通信実験棟（IE20）
アグリ・バイオ研究施設
先端プロジェクト実験棟（CE80）
次世代エネルギー実証施設
テニスコート（クレー）
生物多様性保全ゾーン
九大あかでみっくらんたん
工学系実験施設群
工学系総合研究棟（コラボ・スペース）
鉄鋼リサーチセンター（EN40）
水素ステーション
水素エネルギー国際研究センター（HY30）
水素材料先端科学研究センター（HY10）
キャンパスライフ・健康支援センター（健康相談室、学生相談室）
ウエスト4号館
ウエスト3号館

ウエスト2号館

工学系国際交流支援室
外国人留学生・研究者サポートセンター
ビッグどら（食堂・喫茶・売店・書店）
西講義棟
石のアート QIAO（チャオ）
総合学習プラザ
数理学研究教育棟 マス・フォア・インダストリ研究所
伊都図書館
低温センター（伊都地区センター）（CE60）
超伝導システム科学研究センター（CE50.51）
循環型社会システム工学研究センター（CE40）
東アジア環境研究機構（CE40）
超高圧電子顕微鏡棟（超顕微解析研究センター）（CE20.21）
先導物質化学研究所（CE11）
稲盛財団記念館（稲盛フロンティア研究センター）
エネルギーセンター
学生支援施設
エコセンター
最先端有機光エレクトロニクス研究センター（OPERA）
工学部百周年記念展示室「CENTENNIAL GALLERY」
キャンパス・コモン（多目的芝生）

多目的グラウンド
伊都協奏館

外国人留学生・研究者サポートセンター
給水センター
比較社会文化・地球社会統合科学・言語文化教育研究棟
地球社会統合科学府事務棟
キャンパスライフ・健康支援センター（健康相談室、学生相談室）
ビッグさんど（食堂・売店）
ビッグオレンジ（情報発信拠点）
守衛所
センター1号館（学務部、伊都共通事務部）
センター2号館（基幹教育講義室）
センター３号館（基幹教育院棟）・九大ゲートブリッジ
椎木講堂
大学本部
嚶鳴（おうめい）天空広場 Q-Commons
山川健次郎初代総長胸像
テニスコート（オムニ）
課外活動施設Ⅰ
総合体育館
多目的グラウンド
ドミトリー1（学生寄宿舎）
ドミトリー2（学生寄宿舎）
ドミトリー3（学生寄宿舎）
伊都ゲストハウス
カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所（I2CNER）
次世代燃料電池産学連携研究センター（NEXT-FC）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

24

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

71
72

46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

C E N T E R  Z O N Eセンタ ーゾーン W E S T  Z O N Eウエストゾーン

 E A S T  Z O N Eイ ー ストゾーン

伊都キャンパスの
主な受賞歴 

土木学会環境賞

　平成14年受賞。九州大学と福岡市土地
開発公社が中心となって環境共生を積極的
に進めた新キャンパス建設プロジェクトが、
「大規模開発の範となる画期的、先進的な
事例」として高く評価され、平成13年度の土
木学会より「環境賞」が贈られました。

福岡都市景観賞 

　平成21年受賞。今回受賞対象となった伊
都キャンパスは、糸島半島の豊かな自然環
境と溶け込むように地形を活かし個性的で
重厚な建物と開放的な空間を構成している
点が評価されました。

日経ニューオフィス賞
九州・沖縄ニューオフィス奨励賞

　平成22年受賞。知の拠点としての広大な
キャンパスが美しい環境とあたたかい地域
住民に支えられていることから、大学と地域
と住民が一体となった効果的な機能性をも
つキャンパスデザインに仕上がっていること
が、高く評価されました。 

優秀照明施設九州支部長賞

　平成22年受賞。毎年優れた照明施設に
授与される賞で、総合学習プラザ（Map 　）
が受賞しました。

工学部等事務部、工学部（物質科学工学科、
機械航空工学科、地球環境工学科、エネルギー科学科）、
大学院（工学府、統合新領域学府）

※工学部等事務部はウエスト4号館に所在

（工学部（電気情報工学科、地球環境工学科、
エネルギー科学科）、大学院（工学府、統合新領域学府、
システム情報科学府））
※工学部建築学科は箱崎キャンパスに所在

入口

食堂等

駐車場

ATM

売店

書店

多目的トイレ

車輌入口

車輌出口

バス停

P
A
売

IN

WC

OUT
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伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

伊都キャンパス

病院キャンパス
（福岡市東区馬出3-1-1）

産学官連携
イノベーションプラザ
（福岡市早良区百道浜3-8-34）

西新プラザ
（福岡市早良区西  新2-16-23）

箱崎キャンパス
（福岡市東区箱崎6-10-1）

博多駅オフィス
（福岡市博多区博多駅中央街1-1
JR博多シティ10階）

大橋キャンパス
（福岡市南区塩原4-9-1）

筑紫キャンパス
（春日市春日公園6-1）

志
賀
島

能
古
島

博多湾

前
原
Ｉ
Ｃ

周
船
寺
Ｉ
Ｃ

今
宿
Ｉ
Ｃ

拾
六
町
Ｉ
Ｃ

太宰府IC

福岡IC

前
原
Ｉ
Ｃ

周
船
寺
Ｉ
Ｃ

今
宿
Ｉ
Ｃ

拾
六
町
Ｉ
Ｃ

太宰府IC

福岡IC

今宿

賀茂 野芥
梅林

藤崎
西新

唐人町

大濠公園

呉服町

箱崎宮前

千代県庁口

赤坂

桜坂
別府

茶山

金山

福大前

祇園

大橋

大野城

東比恵

次郎丸

下山門 室見

渡
辺
通薬

院薬
院
大
通

白
木
原

今宿

賀茂 野芥
梅林

藤崎
西新

唐人町

大濠公園

呉服町

箱崎宮前

千代県庁口

赤坂

桜坂
別府

茶山

金山

福大前

祇園

大橋

大野城

東比恵

次郎丸

下山門 室見

渡
辺
通薬

院薬
院
大
通

白
木
原

JR筑肥
線

西九
州自
動車
道

九
州
自
動
車
道

西
鉄
天
神
大
牟
田
線

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

■福岡空港から

■博多駅から

■天神から

■糸島市方面から

福岡空港

博 多 

天 神

天 神博多駅Aバス停

天神ソラリアステージ前2Bバス停

筑前前原駅北口バス停

波多江駅バス停

九大学研都市

九大学研都市

九大学研都市

伊都キャンパス
（福岡市西区元岡744）

　（西鉄バスは2ヵ所）

※キャンパス内に4ヵ所
　バス停あり

（糸島市コミュニティバス）

（地下鉄+JR筑肥線） （昭和バス）

（地下鉄+JR筑肥線）

（西鉄バス） （西鉄バス［都市高速経由］）

（12分） （43分）

（西鉄バス［都市高速経由］）

（地下鉄+JR筑肥線）

（昭和バス）

（昭和バス）

（23分）

（32分） （15分）

（26分）

（43分）

（21分）

（15分）

（15分）

貝塚

筑前前原

波多江
周船寺

橋本

六本松

箱崎九大前

馬出九大病院前

中洲川端
天神

七隈

福岡空港

天神南姪浜
九大学研都市

博
多

貝塚

筑前前原

波多江
周船寺

橋本

六本松

箱崎九大前

馬出九大病院前

中洲川端
天神

七隈

福岡空港

天神南姪浜
九大学研都市

博
多

＜ アクセス経路と所要時間 ＞

伊都 西鉄バス 西鉄バス

昭和バス

昭和バス
JR筑肥線 地下鉄

昭
和
バス

糸島市コミュニティバス

筑前
前原

九大
学研
都市

波多江 周船寺 姪浜 天神 博多

伊都 西鉄バス 西鉄バス

15分

43分 12分23分

3分 2分 2分 8分 13分 5分 5分

昭和バス

昭和バス
JR筑肥線 地下鉄 地下鉄地下鉄

昭
和
バス

糸島市コミュニティバス

筑前
前原

九大
学研
都市

波多江 周船寺 姪浜 天神 博多 福岡
空港
福岡
空港

高速道路                 福岡都市高速道路                 福岡市営地下鉄 空港線                 福岡市営地下鉄 箱崎線

福岡市営地下鉄 七隈線                 JR                 西鉄天神大牟田線

福岡タワー福岡タワー

西九州自動車道

九州大学
伊都キャンパス

元岡口バス停 太郎丸西

太郎丸東

玄洋高校

西消防署元岡出張所前バス停
福岡市産学連携交流センター
i3-opera

横浜西

国道202号線

周船寺西

西都1丁目

九大学研都市駅
バス停

九大学研都市駅
バス停

国道202号線バイパス

横 浜

今 宿

九大学研都市

元岡
小学校

元岡
郵便局

女 原

西警察署

車でのアクセス（今宿IC～伊都キャンパス）

今宿IC今宿IC

今宿大塚

国道202号線

学研都市駅東
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